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地域防災力の向上や消防職団員の士気高揚等を目的として、令和６年

川崎地区消防出初式が開催されました！ 

川崎地区消防出初式会場では、同時に消防フェア（地震体験、救命体

験、消防車乗車体験等）も開催され、多くの方々に御来場頂きました。

令和６年、元日、石川県で最大震度７を観測する地震が発生しました。

すでに、関東大震災から１００年以上が経過し、政府の報告書による

と、南関東地域でマグニチュード７クラスの地震が発生する確率は今後

３０年間で約７０％と予想されています。 

巨大地震発生時には、道路事情や交通状況が悪化し、かつ、火災、救

助、救急事案が同時に多発するため、災害全般に対し、消防隊・救助隊・

救急隊の到着が大幅に遅れることが見込まれます。 

減災を実現するため、日頃から防災について話し合い、地域で開催さ

れる防災訓練に積極的に参加し、防災力を高めましょう！ 

令和５年度第２回川崎区総合防災訓練（消火訓練・煙体験・

心肺蘇生法訓練など）を開催します。 

[日時] 令和６年２月４日（日）１０時から１２時まで 

[場所] 川崎市立渡田中学校（川崎区渡田向町１１－１） 



火災件数等
区　分

川崎消防署 ６３ 件 ＋１４ 件 ２ 人 －１ 人

川崎市全体 ３９０ 件 ＋４５ 件 ３ 人 －２ 人

区　分

川崎救急隊 3,619 件 －44 件 2,750 人 ＋182 人

小田救急隊 2,942 件 －7 件 2,278 人 ＋52 人

大島救急隊 3,265 件 ＋24 件 2,509 人 ＋67 人

合　　　 計 9,826 件 －27 件 7,537 人 ＋301 人

川崎市全体 87,592 件 ＋2,816 件 71,108 人 ＋3923 人

出場件数 搬送人員 前年比前年比

救急出場件数等

　令和５年中の火災・救急概況

前年比火災件数 前年比 死　者　数

令和６年１月９日川崎市消防局報道発表資料

　川崎消防署管内の火災件数は６３件で、前年より１４件増加しました。主な火災原因
は、１位こんろ、２位たばこ、３位電気機器、４位放火となっています。市内の火災件
数は３９０件で、前年より４５件増加しました。
　川崎消防署管内の救急出場件数は９,８２６件で、前年より２７件減少しました。市
内の救急出場件数は８７,５９２件で、過去最多の出場件数となりました。

こんろ

12件 20%

たばこ

11件 17%

電気機器

10件 16%

放火

8件 13%

電灯・電話等の配線

5件 8%

ストーブ

2件 3%

排気管

1件 1%

配線器具

1件 1%

電気装置

1件 1%
その他

12件 20%

急病

6,690件 68%

一般負傷

1,411件 14%

転院搬送

518件 5%

交通事故

451件 5%

その他

756件 8%

原因別

火災件数

６３件

事故別

出場件数

9,826件

市内の救急出場件数は、
87,592件となりました。
救急車の適正利用に
御協力をお願いします。

冬は空気が
大変乾燥します。
火の元には
十分注意
しましょう！

その他の内訳

加害事故 ・・・・ 106 件

自損行為 ・・・・ 64 件

労働災害 ・・・・ 57 件

火 災 ・・・・ 36 件

運動競技 ・・・・ 20 件

水難事故 ・・・・ 1 件

自然災害 ・・・・ 1 件

そ の 他 ・・・・ 471  件


